
第３号橡式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書
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■ 

たら市ＦＨ

ｈ－ｌｍ】

注ｌ膜雪するロには．レ印を記入してください。特定平栗君以外の平典廿の方はし印の記入は不要で-す．
２「遷敢年度」とは'十画期IHIの前年度を．「凹偲年肛」とは肝面期間の、終年度を．「Gq告年度」とは81因期NUのうち、今回Ca告の対象となる年度をいいます．
３「事藁所坤排出区分」とI±京都府内の平藁所坤の平藁活動のためのエネルギーの便1Mに伴い発生する狙蛮効果ガスを、「佑送肛丙俳仙I区分」とI土ロ動血迎送専魚者につし､ては使月Iの本縄の位固を京極府内とする血劇
懸瀞営鶴鰯鑪瞥鰯母欝餌鍵醗騨溌雛敲愚客蔵錨跳守鑓歯躯頽葱｢そめ他麺露Jz同璽以外の京諏丙における事裏所等の平狽活動に伴い蕊生する､麺効果ガス
をいいま十。

４「原Ⅱ1位当たりの沮遡効果ガス排IiIH等」の「用途区分」にI土、ＣＯ工H1･中務所などの111途を記入してください．「原'仙位の折撫」には、分子の「二酸化風寿換算」の下に分母となる指楓（生亜致且．延べ床面
積．迎行距睡等）を記入してください。

５「その他の地球沮咀化対碩による皿竃効果ガスのimj域且等」のうち『森林の保全及び駐伯」の「且楓年度（8+西）』梱には８１画期問中のロ印の累計を、「個告年度（突綱）」楓には翼紙の県'十を記入してください｡

６「特配事項」には．平成２年度（’９９０年度）を29頭とした排出丘の対比や、省エネ囚品閲発など他者の沮室効果ガス抑liInq減への同欧、グリーン倒迎の採用、杓定プ底ンなどの条例I廿竃外の沮室効果ガスの仲l随
などを記入してください．

住所（法人にあっ
てl土、主たる事務
所の所在地）

京都市下京区寺町通四条下ル貞安前之町６０５番地

氏名（法人にあっ
ては、名称及び代
安者の氏名）

株式会社J1,i弁大丸取締役社長藤井久飼

事業者の主たる

業種 百貨店

酸当する事業者

要件 Ｐ京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上））

「
京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号麟当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

雁京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号該当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者〈二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針
エネルギー便用量の２％以上削減(趣力・ガス)、廃棄物の削減・リサイクルの促過、省資源への配慮。
(＜２１＞１年早めて特別高圧受変趣股傭更新（１１月～３月）地球環境に優しいガス（脱ＳＦ６ガス）採用。

推進体制 刃sTJTPT￣ＢＯ脚d屯氏ｍｂＪｕＬ巴巽品シニーフーーー￣ＣｐＵｆ缶ベーー､～=｡~~●￣‐￣－゜￣Ｃ－－Ｐ￣ニーーー･－口●、､－石一・￣－－■￣･ワー．－口一一一一一一一

(＜21＞CSR推巡委員会で週一回の会鍍をIlI11Ulし、本年度より「エゴ・CO2排出削減デー」月２回を４回に燗やして午後９時に全館ライトダウンによるCO2削減の取り組み
仁⑭了鉛旨、

環境マネジメントシステム名称

適用範囲

取得年月日

年度ごとの具体
的な取組及び措
mの状況

年度

2０ 

２１ 

2２ 

股備、対象、工程等

全部門

全部門

全部門

措置内容

省エネ型空調股個の叉厨、「COOLBIZ」対応哲莱時剛外の不要なI1IWIOFF・階段のZup3down巫凹
ｨ＜ｐ、＞宥エネ麺奉函臨EllPB台、薪＿不垣照明､｡Ｆ・階段2ｕｐ３ｄｏｍの実施）

尾上録化による冷房負荷低減、商効率蛍光灯・インバーター１１K明取替（＜２１＞特禰受変趣設nW又新・ミス卜導入）

特忘署恋愈股個更新一ガスヒートポンプ更新

温室効果ガスの

排出丘等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基鋼年蟹（藥顧）

(１９）年度
(二酸化幽斯1A算）

目楓年度（叶画）

(２２）年度
(二酸化庚棄換算）

墹減率
(計画〉

報告手皮（央禰）

(２１）年度
(二代４０k国漸壮1瓦）

増減率
(実績）

20634.0ｔ 2,581.0ｔ -2.0乳 20518.0ｔ －４．４％ 

ｔ ｔ 乳 し 船

ｔ ｔ 鉛 ｔ 船

中８2,634.0ｔ ＊２ 20581.0ｔ -2.0％ 20518.0ｔ ＊４ －４．４％ 

月２回の「エコ・CO2排出削減デー」等による電灯便用量2.2％、動力便用量5.5%削減

原単位当たりの
狸室効果ガス排
出量等

用途区分 原単位の指標

本館
二酸化炭素換算

（廷床面積）
二酸化炭緊換算

二酸化炭緊摸写

実績に対する自己評価

基遡年度（実績〕 目標年度（計画） 醐減率（111両） 報告年度（実績） 増減率（実績）

o､11496（o､115)u-co2/｢Tｆ 0.11267（0.ｌＩ３）８－CO2/㎡ -2.0兇 0.10990(0.110）t-CO2/IYf -4.4乳

兇 船

船 兇

目標逮成、最終目標年度も更なる減を目指す。

その他の地球温

暖化対策による
温室効果ガスの
削減丘簿

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内童の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の鯛入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分の購入

削減量等合肝

目標年度（計画〕

政綱且評 (二陵化幽粛換BJ）

整偶面H1） hａ 吸収且 ［ 

利用且） ｍ、 Ｆ１ﾘ城且 ｔ 

充屯且） kwｈ IMhR2 ［ 

ＩＭＩ供給、） GＪ ､I城、 ｔ 

■入且） kph 則減日 ［ 

(騏入Bk〕 ｔ (Ｈ１域且） ｔ 

一一一一一一一 ●３ｔ 

報告年度（実預）

ＩｍｎＨ等 (二H2化炭粛換耳）

(独伯西額） hａ 吸収且） ［ 

(利用且） ｍ、 ＲＩＡＡ、） ［ 

(充矼ａ） kwｈ ､4減、） ｔ 

(鰯供給、） GＪ n1hRH〕 ｔ 

(砠入且） kwｈ 111減且） ｔ 

(四入、） ｔ (､I減且） ［ 

中５［

差引排出趣

(排出合計-1W減都合9}）

基轤年度（実績）

＊Ｉ 2,634.0ｔ 

目標年度（計画）

(宛)-1.302,581.0ｔ

墹城率（9}面〕

-2.0％ 

報告年度（実績）

1吋》-1.50 2,518.0ｔ 

噌減“（実綱〕

-4.4％ 

地球温暖化対策
に資する社会賃
献活動

・ライトダウンキャンペーンの参加

特記事項
･正面玄関前、涼霧システム（ミスト）導入
・クールピズ６月～９月ノーネクタイ実施
･互場の「店内冷房温度綬和」４階～６階１～２度低めに股定実施


